
令和４年度「尼崎市文化功労賞」被表彰者の決定について 

１ 趣旨 

  この表彰は、市内において文化活動に指導的立場として長年従事され、市民文化の向上に貢献され

た方に対して贈られます。このたび、つぎのとおり被表彰者が決定し、表彰式を実施致します。つき

ましては、是非ご取材いただきますよう、お願い申し上げます。

２ 被表彰者と活動分野 

中嶋 千萬城（なかしま ちまき） 活動分野：囲碁 

松尾 昌美（まつお まさみ）   活動分野：音楽 

渡邊 芳翠（わたなべ ほうすい） 活動分野：美術 

３ 被表彰者のご功績・略歴 

別紙のとおり 

４ 表彰式について 

日時

令和４年 10月 17日（月） 午前 10時 00分から
場所

尼崎市役所 特別会議室（北館２階）

出席者（予定）

被表彰者、市長、副市長、議長 等

以 上  

令和 4年 10 月 11 日 

所 属 文化振興課

所属長 曽田 研之介

電 話 06－6489－6385 



受賞者のご 功績

令和４ 年度「 尼崎市文化功労賞」 被表彰者

尼崎市文化功労賞

なか し ま ち ま き

中嶋 千萬城

以上３名の方々の文化活動は、 本市の芸術文化に多大なる貢献をなされております。

尼崎市文化功労賞

尼崎市文化功労賞

まつ お まさ み

松尾 昌美

わた なべ ほう すい

渡邊 芳翠

昭和 62 年設立の尼崎市囲碁協会を支え、 35

年以上にわたり、 囲碁の普及に努めておられ

ます。平成 8年6月～令和４ 年５ 月の26年間、

第２ 代会長として尽力されました。 同協会主

催の尼崎市民囲碁大会の開催や、 市内の旧各

地区会館等での初心者教室や市内幼稚園での

指導もされ、 囲碁を通した青少年の健全育成

に努めておられます。

尼崎市合唱団の指揮者兼指導者として、 58 年

以上にわたり合唱活動と団の育成に尽力され

ています。 同合唱団の定期演奏会の全公演を

指揮するほか、 関西の主要オーケスト ラや地

方オーケスト ラでの指揮を数多く 行っていま

す。「 音楽の原点は歌である」との信念のもと、

音楽文化の発信と育成・ 指導を続けておられ

ます。

俳画（ はいが）・ 墨彩画（ ぼく さいが）　 を 35

年以上にわたり指導され、 現在も芸術性の高

い繊細で美しい作品を描いておられます。

22 年間に及ぶ自宅での指導のほか、 小田公民

館城北分館、 サンシビッ ク尼崎での指導や、

市民グループ「 竹葉会」「 千彩会」 による合

同展覧会・ 個展を開催するなど、 俳画・ 墨彩

画の普及に努めておられます。



被表彰者名： 中嶋 千萬城（ なかしま ちまき）

活動分野： 囲碁

おもな活動歴

昭和62 年 尼崎市囲碁協会設立、 氏平競重初代会長を支える

昭和63 年～現在 同協会主催の尼崎市民囲碁大会を開催

昭和63 年～現在 阪神都市囲碁対抗戦に参加

平成   3 年 尼崎市民囲碁交流訪中団（ 団長） として派遣される

平成   8 年～令和４年5月 尼崎市囲碁協会第2 代会長

平成16 年～現在 からたち幼稚園の先生・ 園児に９ 路盤を指導

その他、 市内初心者教室等での指導および指導者の育成、

市制100 周年記念事業「 こども本因坊戦」 の開催にも協力されました。

被表彰者名： 松尾 昌美（ まつお まさみ）

活動分野： 音楽

おもな活動歴

昭和39 年～現在 尼崎市合唱団の指揮者兼指導者に就任

昭和40 年 関西歌劇団入団以来、 数々のオペラ公演を指揮

昭和54 年 文化庁芸術家在外研修員としてド イツでオペラ指揮の研鑽を積む

平成 ４ 年 尼崎市民芸術奨励賞受賞

平成16 年 大阪音楽大学教授退官と同時に名誉教授となる

西宮市民文化賞受賞

平成23 年 小浜市教育文化振興功労賞受賞

その他、 延べ120 回を超えるオペラ、 77 回のベート ーベンの第九交響曲の演奏など、

多数の関西の主要オーケスト ラや地方のオーケスト ラを指揮されています。

被表彰者名： 渡邊 芳翠（ わたなべ ほうすい）

活動分野： 美術

おもな活動歴

昭和60 年～平成18 年 自宅（ 千彩居） にて指導

昭和62 年、 平成   3・ 4・ 5 年、 読売書法展 入選

平成19 年～平成25 年 小田公民館城北分館で指導

平成25 年～令和 ２ 年 サンシビック尼崎にて指導

平成15 年～平成30 年 俳画・ 墨彩画の市民グループ「 竹葉会」「 千彩会」 の合同展覧会を

市中央公園パークセンター・ 緑の相談所にて開催

令和２ 年・ 令和３ 年 上坂部西公園・ 緑の相談所にて個展開催

※俳画（ はいが） とは、ひとつの俳句を題材として、その内容を絵画で表現するものです。 墨彩画（ ぼく さいが）
とは、 墨と顔彩（ がんさい： 鉱物などを粉末にしたもの） で、 花などを主題に描いたものです。

略歴

令和４ 年度「 尼崎市文化功労賞」 被表彰者


